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調査背景・目的

⚫背景

⚫使用済太陽電池モジュールは2030年代後半以降に排出が顕著化し、ピーク時

は年間約22～34万tに達する見通し。埋立回避と再資源化体制の整備が急務

⚫2025年3月の合同会議報告を受け、2026年4月に「太陽電池廃棄物の再資

源化等の推進に関する法律案」が閣議決定・国会提出

⚫目的

⚫NEDOにおけるリサイクル技術開発の検討・目標設定等における基礎情報とす

べく、国内外の状況（関係者動向、資源有効利用・適正処分、リユース・リパワリン

グ等の排出量平準化）や、それを踏まえた排出量及び埋立処分量を推計を実施し、

必要とされる技術開発等の具体的な方向性の検討に役立つ情報を整理する

⚫リサイクルや適正処理の促進に重要であり、ペロブスカイト太陽電池の競争力強

化にも貢献しうるトレーサビリティの確保の在り方について、先行するEUの動

向も参考にその在り方を検討する
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太陽電池モジュールの

政策・技術開発動向
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太陽光発電設備のリサイクル制度検討動向

⚫ 2024年よりリサイクル義務化に向けた検討がなされており、2025年に一度

法案提出が見送られたが、本国会にて可決される見込み

2024年9～12月 ８回にわたり、産業構造審議会・中央環境審議会 合同会議でリサイクル義務化の法整備に向け議論

2025年3月末 「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」が環境大臣に意見具申

（２０２５年通常国会での法案提出を目指す）

2025年5月 ２０２５年通常国会での法案提出を見送る方針が明らかに

2025年8月29日 浅尾環境大臣（当時）が、これまで検討されてきたリサイクル義務化法案の国会提出断念を表明。

制度案の見直しを表明

• 内閣法制局より、製造者による費用負担は自動車リサイクル法、家電リサイクル法等と不整合で

ある旨が指摘されたとのこと

• 浅尾大臣は、今後適切な時期に審議会に報告のうえ法案を取りまとめる旨を答弁

2025年9～10月 リサイクルを所有者の努力義務とする方向性や、大規模発電事業者に報告義務を課す方向性に

ついて報道が出るも、公式の場での方向性表明はなし

2026年1月23日 合同会議が開催。新たな法制度案と段階的に規制を強化していく旨が示された

2026年4月3日 「太陽電池廃棄物の再資源化等の推進に関する法律案」が閣議決定

2026年5～7月の間 法案が国会にて可決見込み

2026年8月～年度内？ 基本方針・ガイドライン等の策定に向けた検討

2028年1月頃？ 法案の施行
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出所：NEDO 「2024年度「太陽光発電分野に関する調査事業成果報告会」「太陽電池モジュールのリサイクル動向調査結果について」発表日： 2025年4月23日

https : //www.nedo .go . jp/content/800024465.pdf

太陽光発電設備の処理・リサイクルに係る技術

⚫ 2024年度までに実施された、太陽光発電設備の処理・リサイクルに係る技術類

型の取りまとめ結果は以下のとおり。
No. 技術類型 開発者の例 技術の特徴と課題

対応可能な
パネル種類

状態別
対応可否

①-1 加熱処理 新菱 太陽光パネルを加熱し、接着剤（EVA）を熱分解/焼却してガラスとバックシート
を分離。質の高いガラスを回収可能。【実装済／実証中】

結晶Si、薄膜 割れパネル可
両面パネル不可

①-2 トクヤマ

②-1 圧縮破砕 近畿工業 ロールによる一軸破砕を行い、カバーガラスを剥離する。産物のガラスは粉末
状のものが多く、用途先の開拓に課題あり。【実装済】

結晶Si 割れパネル可
両面パネル不可

②-2 環境保全サービス

③ ブラスト 未来創造 小球（亜鉛、ステンレス、ガラス等）を投射しガラスを剥離。産物への小球の混入
が課題。【実装済】

結晶Si、化合
物系*

割れパネル可
両面パネル可

④ ホットナイフ エヌ・ピー・シー 熱したナイフでカバーガラスとバックシートの界面を切断。質の高いガラスを回
収可能である一方、受入可能なパネルに制限あり。【実装済】

結晶Si 割れパネルも別装置
で可

⑤ PVスクラッチャー 東芝環境ソリュー
ション

高速回転する金属ブラシによりガラスを削り取る。受入可能なパネルに制限が
あり、リサイクル量増に向け課題あり。【実装済】

結晶Si 割れのない片面パネ
ルのみ可

⑥ パネルセパレータ ソーラーフロン
ティア

カバーガラスと基板ガラスの接着部分を切断。開発事業者が生産する化合物系
パネル処理のため開発されたが、結晶Siも処理可能。【実装済】

結晶Si、化合
物系*

割れパネル不可
両面パネル可

⑦ PVリサイクルハン
マー

タイガーチヨダマ
テリアル

回転リサイクルハンマー打撃工法を採用し、加熱したパネルをハンマーで打撃す
ることよってガラスを破砕。1度の処理でガラスを剥離回収可能。【実装済】

結晶Si 割れパネル可

⑧ ウォータージェット スギノマシン セル側から水を噴射しセルを剥離することで板状のガラスを回収可能。剥離し
たセルはフィルタープレス機により脱水後産廃処理。
2023年8月からの本格稼働を目指し実験中。【実証準備中】

（試験中） （試験中）
割れパネル不可

⑨ 単純破砕・選別
ー

特別な処理を行わず、廃棄物処理に使用する既存の破砕機・選別機等を用いて
丸ごと破砕。異物が多くガラスリサイクルは困難。【既存技術】

結晶Si、薄膜、
化合物系*

割れパネル可
両面パネル可

⑩ 高度破砕・選別 ハリタ金属 シュレッダー破砕の後、湿式比重選別等により産物を高度に選別する。大量処
理が可能である一方、金属とガラスの分離が受入先の満足する水準に到達す
るかは課題か。【既存技術】

各種対応可 各種対応可
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今後の調査計画

⚫リサイクラー等関係者動向

⚫国内外技術開発動向・普及動向・政策動向の継続的な把握

⚫国内外のリサイクルの実施事例調査

⚫資源有効利用・適正処分

⚫マテリアルフローの作成

⚫太陽電池モジュール由来ガラスのリサイクル推進検討

⚫排出量・埋立処分量推計

⚫過年度調査における予測モデルをベースとして、非FIT/非FIPの精緻化、

他項目の調査結果を踏まえた排出後のフローの埋立処分量の予測

⚫排出量平準化

⚫リユース・リパワリング動向調査






















